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1. 緒言 
フットサルは，世界のスポーツであり，いつ

でも，どこでも，誰でも楽しむことができるレ

クリエーションスポーツ・生涯スポーツとして

近年人気を集めている．そして，フットサルは

世界に広く普及し多くの愛好者によってプレ

ーされている． 
 そこで本研究は，近年フットサルにおいて女

子選手の参加促進の理由について理解し，また

女子選手がフットサルを好んで行う目的は何

か把握し，調査で得られた視点を今後フットサ

ルが普及・発展していくために，どのようなこ

とが必要なのか検討することを目的としてい

る． 
2. 研究の方法 
（1）調査対象：琵琶湖レディースリーグに出

場していた男女と京都府・大阪府・岡山県のフ

ットサルチーム，男女合計 102 名を対象とした． 
（2）調査期間：2012 年８月～10 月 
（3）調査方法：筆者が思案したアンケートを

郵送調査法と集合調査法を用いて行った． 
 フットサルの 1 ヶ月の練習頻度と試合頻度

を考慮し，フットサルを始めて３年が１つの区

切りではないかと考えた．そして男性を除き，

女性のみのフットサル経験が３年未満とフッ

トサル経験が３年以上の２つのグループでク

ロス集計を行った． 
3. 結果および考察 

フットサルの経験が３年未満の特徴は，「フ

ットサルの魅力」や「フットサルをすることに

よって得られるもの」において，「仲間との交

流が深まる」（68％）や，「交友関係」（73.9％）

といった人と関わることが約 70％と割合が多

かった．「気軽に交代ができる」（28％）や「人

数が少ないため誰もがボールに触れることが

できる」（24％）などフットサル独自の良さは

約 25％とあまり多くの割合が見られなかった． 
フットサルの経験が３年以上の特徴は，「フ

ットサルの魅力」や「フットサルをすることに

よって得られるもの」において，どの項目にお

いても割合が多いことから，多様なフットサル

の魅力やフットサルをすることによって得ら

れるものに気づけていることが分かった．フッ

トサルは長い期間継続するほど，フットサルの

良さが分かるのではないかと考える． 
フットサル経験が３年未満と３年以上の共

通して言えることは「仲間との交流が深まる」

や「男女年齢関係なく楽しむことができる」な

ど，人と関わることに好意を持っている人が多

いということである．その理由としては，ただ

体を動かすことだけを目的としているのでは

なく，楽しく仲間と触れ合うことや，コミュニ

ケーションをとることを大切にしているから

ではないかと考える． 
4. まとめ 

いつでもどこでも楽しむことができるフッ

トサルは，男女関係なく幅広い年齢でプレーさ

れている．手軽に取り組めるスポーツであるこ

とから，生涯スポーツ，コミュニティースポー

ツ，ファミリースポーツとしてさらに楽しまれ

ていくと考えられる．今後フットサルの競技人

口を増加させるためには，フットサルが独自の

文化を持ち，単独の競技として確立していくた

めにも，指導者養成，地域リーグの充実，全国

リーグ構想，代表強化などを進めていく必要が

ある．要するに普及と強化の両輪があってこそ

スポーツとして発展していくと考える． 
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